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発
行
（
第
四
十
五
号
） 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
六
日 

長
野
市
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
局 

 

駅
周
辺
整
備
課 

電
話 

〇
二
六
（
二
二
四
）
五
一
九
四 

主 

な 

記 

事 

事
業
進
捗
、
事
業
計
画
変
更
、
人
事
異
動
・
・
・
・
・
一
面 

平
成
三
十
一
年
度
の
工
事
施
工
予
定
、 

ゾ
ー
ン
３
０
と
特
殊
道
路
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
面 

工
事
箇
所
図
、
近
隣
公
園
完
成
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
面 

清
算
金
、
換
地
処
分
～
清
算
金
に
対
す
る
Ｑ
＆
Ａ
・
・
四
面 

 

《
人
事
異
動
》 

 

四
月
一
日
付
け
人
事
異
動
に
よ
り
次

の
職
員
の
転
入
・
転
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

転
入
者 

（ 

）
は
担
当
地
区 

貝
沢 

重
実 

（
北
中
・
中
御
所
） 

安
藤 

徳
哉 

 
(

栗
田)

 

小
林 

亮
介 

(

北
中
・
中
御
所)

 

  

転
出
者 

（ 

）
は
転
出
先 

西
村 

拓
也 

 
(

管
財
課)

 

西
山 

秀
一 

 
(

市
街
地
整
備
課)

 

小
林 

裕
也 

（
国
民
健
康
保
険
課
） 

  

退
職 

 

篠
原 

重
実 

マツヤ  

 

現
在
、
長
野
駅
周
辺
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の

第
六
回
事
業
計
画
変
更
を
進
め
て
い
ま
す
。
内
容
は

施
行
期
間
の
三
年
間
の
延
長
と
、
約
四
億
円
の
事
業

費
の
増
額
、
ま
た
都
市
計
画
道
路
駅
南
幹
線
の
道
路

区
域
の
一
部
変
更
で
す
。 

期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
残
り
の
建
物
移
転
、

公
共
施
設
整
備
、
出
来
形
確
認
測
量
、
換
地
計
画
等

の
期
間
を
考
慮
し
、
令
和
五
年
（2

0
2

3

年
）
度
ま

で
延
長
を
行
い
ま
す
。 

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
実
際

に
掛
か
っ
た
費
用
の
集
計
や
労
務
費
・
資
材
単
価
の

上
昇
、
さ
ら
に
駅
南
幹
線
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
部
の

融
雪
舗
装
に
地
下
水
を
汲
み
上
げ
る
井
戸
が
新
た

に
必
要
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
対
応
し
、
約
四
億
円

を
増
額
し
た
八
百
三
億
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
中
御
所
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
部
に
お
い
て
、

旧
長
野
真
田
線
の
歩
道
と
、
駅
南
幹
線
の
歩
道
を
段 

事
業
計
画
変
更
に
つ
い
て 

 

 

近隣公園の桜の木 

  今年も見事に咲きました 

差
な
く
接
続
で
き
る
よ
う
に
設
計
変
更
を
行
い

ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
南
側

の
階
段
の
機
能
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
階
段
の

計
画
を
廃
止
し
、
近
隣
の
状
況
を
考
慮
し
た
側

道
の
形
状
に
変
更
す
る
都
市
計
画
決
定
の
変
更

を
行
い
ま
す
。 

http://www.city.nagano.nagano.jp/
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平
成
三
十
一
年
度
の
主
な
工
事
施
工
に
つ
い
て 

 

マツヤ  

①
栗
田
屋
島
線 

栗
田
屋
島
線
の
工
事
は
、
現
道
の
交
通
を

確
保
し
な
が
ら
北
側
と
南
側
の
車
線
を
交
互

に
施
工
し
て
き
ま
し
た
。 

昨
年
度
は
、
グ
レ
ー
ス
ク
レ
ス
ト
ビ
ル
か

ら
長
野
信
用
金
庫
七
瀬
支
店
ま
で
の
区
間

と
、
南
俣
大
堰
の
暗
渠
を
接
続
す
る
工
事
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
引
き
続
き
信
用
金

庫
七
瀬
支
店
か
ら
東
通
り
の
間
の
施
工
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

東
通
り
と
の
交
差
点
は
、
区
画
整
理
区
域

外
で
あ
る
主
要
地
方
道
長
野
菅
平
線
を
北
側

に
拡
幅
し
改
良
を
行
い
ま
す
。
用
地
の
買
収

が
伴
う
た
め
、
完
成
は
今
年
度
末
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

 

②
駅
南
幹
線 

駅
南
幹
線
中
御
所
地
区
の
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
部
は
、
昨
年
十
月
か
ら
全
面
通
行
止
め

を
行
い
、
四
車
線
化
の
工
事
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
新
た
に
拡
幅
す
る
北
側
車
線
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
擁
壁
は
完
成
し
、
今
年
度
は
融
雪

施
設
を
含
む
舗
装
工
事
を
実
施
し
、
開
通
は

今
年
度
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
区
間
が
開
通
す
る
と
、
八
十
二
銀
行 

 

本
店
側
ま
で
四
車
線
と
な
り
、
長
野
駅
を
中

心
と
し
た
環
状
線
が
完
成
し
、
円
滑
な
交
通

体
系
が
実
現
し
ま
す
。
長
期
間
の
交
通
規
制

で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
安

全
を
第
一
に
、
一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し

施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

③
七
瀬
中
御
所
線 

七
瀬
中
御
所
線
は
、
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

入
口
の
交
差
点
か
ら
北
側
を
、
現
在
の
二
車

線
か
ら
四
車
線
化
し
西
側
に
歩
道
を
整
備
す

る
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。 

今
年
度
中
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、
完

成
後
は
長
野
駅
東
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上

が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
長
野
駅
と
、
ホ
ク

ト
文
化
ホ
ー
ル
、
県
立
長
野
図
書
館
、
若
里

公
園
を
結
ぶ
幹
線
道
路
が
完
成
す
る
こ
と
で

歩
行
者
の
安
全
・
利
便
性
も
向
上
し
ま
す
。 

 
 

④
長
野
駅
東
口
線
の
広
場
、
都
市
軸 

長
野
駅
東
口
線
の
都
市
軸
に
つ
い
て
は
、

親
水
性
水
路
や
（
都
市
軸
を
回
れ
る
）
歩
道

の
整
備
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。 

 

区
域
内
の
交
通
安
全
対
策
の
た
め
ゾ
ー
ン

３
０
の
導
入
と
併
せ
て
、
幹
線
道
路
か
ら
特

殊
道
路
へ
の
進
入
禁
止
と
、
特
殊
道
路
か
ら

幹
線
道
路
へ
の
流
出
は
左
折
の
み
と
す
る
交

通
規
制
の
要
望
を
、
昨
年
九
月
に
各
区
長
か

ら
警
察
署
長
あ
て
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

先
行
し
て
要
望
を
挙
げ
て
い
た
七
瀬
と
北

中
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
三
月
末
に
規
制
標

識
が
立
ち
、
ゾ
ー
ン
３
０
の
規
制
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
ゾ
ー
ン
３
０
の
路
面

表
示
を
施
工
し
ま
し
た
。 

駅
南
幹
線
と
栗
田
屋
島
線
が
完
成
し
ま
す

と
、
区
画
整
理
区
域
外
か
ら
流
入
す
る
車
両

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
生
活
道
路
を
幹

線
道
路
か
ら
の
抜
け
道
と
し
て
通
過
す
る
車

両
も
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
歩
行
者
・

自
転
車
の
安
全
対
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

今
後
も
ゾ
ー
ン
３
０
と
特
殊
道
路
の
交
通

規
制
の
一
日
も
早
い
指
定
に
向
け
、
協
議
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

ゾ
ー
ン 

と
特
殊
道
路
の
規
制
に
つ
い
て 

30 

 
 

http://www.city.nagano.nagano.jp/


 

 

 第４５号            ひがしぐち         平成３１年 ４月２６日 

 

 

 

 

                                             

長野市のホームページ http://www.city.nagano.nagano.jp 
 

 3 

 

                            

              

              

近
隣
公
園
の
完
成
に
つ
い
て 

近
隣
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
の
皆
様
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
設
計
の
概
略
を
決
定
し
、

そ
の
後
、
平
成
二
十
九
年
度
の
旧
駅
周
辺
整
備
局

事
務
所
解
体
か
ら
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
完
成
に
先
立
ち
、
公
園
委
員
会
で
公
園
名
も

決
定
し
て
い
た
だ
き
「
長
野
駅
東
口
公
園
」
と
し

て
、
こ
の
春
、
完
成
と
な
り
ま
し
た
。 

長
野
駅
側
か
ら
の
入
り
口
と
な
る
ふ
れ
あ
い
広

場
、
中
央
に
広
が
る
芝
生
広
場
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
め
る
あ
そ
び
広
場
、
噴
水
に
加
え
、
防
災
備

蓄
倉
庫
、
防
火
水
槽
な
ど
防
災
面
も
配
慮
し
た
公

園
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

長
野
駅
に
近
い
中
心
市
街
地
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
公
園
と
し
て
、
広
く
市
民
に
愛
さ
れ
る
公
園
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

遊具やシェルターの設置も完了

しました（公園南側より撮影） 

http://www.city.nagano.nagano.jp/
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マツヤ  

近
隣
公
園
の
完
成
に
つ
い
て 

近
隣
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
の
皆
様
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
設
計
の
概
略
を
決
定
し
、

そ
の
後
平
成
二
十
九
年
度
の
旧
駅
周
辺
整
備
局
事

務
所
解
体
か
ら
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

完
成
に
先
立
ち
、
公
園
委
員
会
で
公
園
名
も
決
定

し
て
い
た
だ
き
「
長
野
駅
東
口
公
園
」
と
し
て
、

こ
の
春
、
完
成
と
な
り
ま
し
た
。 

公
園
内
に
は
長
野
駅
側
か
ら
の
入
り
口
と
な
る

ふ
れ
あ
い
広
場
、
中
央
に
広
が
る
芝
生
広
場
、
子

供
た
ち
が
楽
し
め
る
あ
そ
び
広
場
、
噴
水
に
加
え
、

防
災
備
蓄
倉
庫
、
防
火
水
槽
な
ど
防
災
面
も
配
慮

し
、
整
備
を
し
て
い
ま
す
。 

長
野
駅
に
近
い
中
心
市
街
地
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
公
園
と
し
て
、
広
く
市
民
に
愛
さ
れ
る
公
園
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

清
算
金
と
は
、
換
地
さ
れ
る
べ
き
権
利
地
積
と
実
際
の
換
地
地
積

に
差
が
あ
る
場
合
、
金
銭
に
よ
り
是
正
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

出
来
形
確
認
測
量
に
つ
い
て 

Ｑ
換
地
計
画
と
は
何
で
す
か
。 

換
地
計
画
は
、
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
宅
地
の
再
配
置
を
行
い
、
施 

行
前
後
の
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
な
ど
を
決
め
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地
間
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
、
清
算

金
の
徴
収
・
交
付
金
額
が
算
出
さ
れ
ま
す
。
換
地
計
画
に
よ
り
作
成
し
た
、

換
地
設
計
・
各
筆
換
地
明
細
・
清
算
金
明
細
の
内
容
は
、
個
別
説
明
会
を

開
催
し
て
権
利
者
の
皆
様
に
ご
説
明
し
ま
す
。 

 
 

Ｑ
土
地
、
建
物
の
登
記
は
誰
が
す
る
の
で
す
か
。 

土
地
と
建
物
の
表
題
部
（
地
番
、
地
目
な
ど
）
の
登
記
に
つ
い
て
は

市
が
行
い
ま
す
。
権
利
部
の
所
有
者
住
所
の
変
更
に
関
し
て
は
、
権 

利
者
ご
本
人
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
申
請
を
す
れ

ば
い
い
の
か
、
市
で
手
引
き
等
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。 

 
 

 
 

Ｑ
い
つ
か
ら
新
し
い
住
所
に
な
る
の
で
す
か
。 

令
和
四
年
（2

0
2

2

年
）
度
に
＊

換
地
処
分
を
行
う
予
定
で
す
。
換
地

処
分
の
公
告
に
よ
り
、
翌
日
か
ら
区
画
整
理
施
行
地
区
内
の
住
所
が 

新
し
く
な
り
ま
す
。
（
＊
換
地
処
分
と
は
、
換
地
計
画
の
内
容
を
権
利
者

の
皆
様
に
通
知
す
る
こ
と
） 

 
 

Ｑ
清
算
金
は
い
つ
徴
収
さ
れ
る
の
で
す
か
。 

清
算
金
は
、
換
地
処
分
の
公
告
に
よ
り
確
定
し
、
徴
収
は
令
和
５
年

（2
0

2
3

年
）
度
の
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
公
告
日
現
在
の
所
有
権
者 

及
び
借
地
権
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

Ａ Ａ Ａ Ａ 
「
ひ
が
し
ぐ
ち
」
は
事
業
関
係
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
希
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

換
地
処
分
～
清
算
金
に
つ
い
て 

質
問
と
回
答 

 
本
年
七
月
ご
ろ
か
ら
、
宅
地
と
公
共
用
地
の
＊

出
来
形
確
認
測
量
を

実
施
し
ま
す
。
立
入
り
を
お
願
い
す
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
、
関
係
権
利
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
＊
出
来
形
確
認
測
量
と
は
、
最
終
的

に
登
記
さ
れ
る
地
積
を
確
定
す
る
測
量) 

清
算
金
に
つ
い
て 

●清算金が生じる主なケース 

①小規模（250 ㎡未満）の宅地を持つ権利者

について、従前の機能を維持するために

減歩の緩和措置を講じた場合 

 

②換地設計による権利地積（仮換地指定の

面積）と工事概成後に行う出来形確認測

量による換地地積（実際の面積）との間

に差が生じた場合 

 

権利地積＞換地地積 … 清算金交付 

権利地積＜換地地積 … 清算金徴収 

 

●清算金の単価は、今後の換地計画作成の際

に、本事業の評価員の意見を聴いて決定し

ます。 

〈単価算定に参考とする主なもの〉 

・固定資産税評価額 

・相続税路線価額 

・公示価格 

http://www.city.nagano.nagano.jp/

